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自
主
財
源
の
う
ち
、
市
税
は
、

前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
２
億

１
６
０
万
１
千
円
減
の
89
億
６
，
７

５
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各

種
基
金
等
か
ら
の
繰
入
金
は
、

８
億
４
，
６
１
９
万
２
千
円
減
の
11

億
５
，
９
０
１
万
２
千
円
。
使
用
料

及
び
手
数
料
な
ど
そ
の
他
の
収
入

は
、
高
校
授
業
料
無
償
化
に
よ
り
鹿

屋
女
子
高
校
の
授
業
料
を
減
と
見
込

む
な
ど
、
２
億
４
，
６
９
０
万
３
千

円
減
の
22
億
９
，
０
８
３
万
８
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
の
う
ち
、
地
方
交
付
税

は
、
地
域
活
性
化
・
雇
用
等
臨
時
特

例
費
の
創
設
な
ど
、
３
，
８
０
０
万

円
増
の
１
２
７
億
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
市
債
は
、
前
年
度
に
比

べ
７
，
２
７
０
万
円
減
の
31
億
１
，

５
９
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
普
通
建
設
事
業
費
な
ど
を

６
月
補
正
予
算
で
計
上
す
る
予
定
と

し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。

 さあ ななつの 約束を実現 　　　してして見事見事なな  鹿屋市鹿屋市にしようにしよう
　平成 22年度当初予算が、３月に開かれた鹿屋市議会定例会で議決されました。
　一般会計当初予算の総額は 378 億 3,500 万円で、対前年度比 1.0％の減となりました。予算額が前年
度に比べて減少したのは、市長改選後間もないことから、「骨格予算」として編成したことによるものです。
　しかしながら、厳しい地域経済や雇用情勢を踏まえ、必要な政策的経費も盛り込みました。ここでは、
当初予算の編成方針や特徴について説明します。
　なお、嶋田芳博市長の公約である『｢対話・改革・挑戦・飛躍｣ を基本姿勢に、人やまち、産業が生き
生きと躍動する元気な「かのや」づくり』を目指して、産業振興や安全で安心なまちづくり、環境を大
切にするふるさとづくりなど、７つの誓いを実現するための政策予算は６月補正予算以降に計上する予
定です。
　｢さあ、７つの約束を実現して見事な鹿屋市にしよう｣ を合い言葉に、嶋田市政がスタートしました。

　【問い合わせ】市財政課　☎ 0994-31-1126

◆
財
政
用
語
ま
め
辞
典
◆

■
一
般
会
計
＝
福
祉
や
教
育
、
公

園
や
道
路
の
建
設
な
ど
市
の
基

本
的
な
事
業
を
行
う
会
計

■
特
別
会
計
＝
特
定
の
収
入
を
特

定
の
支
出
に
充
て
、
事
業
を
行

う
会
計

■
骨
格
予
算
＝
市
長
選
挙
等
の
関

係
か
ら
政
策
判
断
が
で
き
に
く

い
場
合
、
政
策
的
経
費
を
除
く

人
件
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
を

主
体
と
し
て
必
要
最
小
限
の
経

費
を
計
上
す
る
予
算

■
自
主
財
源
＝
地
方
自
治
体
が
自

主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
財
源

■
依
存
財
源
＝
定
め
ら
れ
た
基
準

に
よ
り
国
な
ど
か
ら
地
方
自
治

体
に
交
付
さ
れ
る
財
源

■
義
務
的
経
費
＝
支
出
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
任
意
に
削
減

で
き
な
い
経
費
で
、
人
件
費
、

扶
助
費
及
び
公
債
費
の
合
計
額

■
投
資
的
経
費
＝
道
路
、
公
園
、

学
校
、
市
営
住
宅
の
建
設
な
ど

社
会
資
本
の
整
備
や
災
害
復
旧

に
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
支
出

の
効
果
が
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
将

来
に
残
る
も
の
に
支
出
さ
れ
る

経
費

■
経
常
的
経
費
＝
毎
年
度
継
続
し

て
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費

で
、
義
務
的
経
費
や
施
設
の
維

持
管
理
経
費
な
ど

■
政
策
的
経
費
＝
義
務
的
経
費
と

異
な
り
、教
育
、福
祉
、環
境
、
産

業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
政
策

推
進
の
た
め
に
支
出
す
る
経
費

■
一
般
財
源
＝
市
税
、
地
方
交
付

税
な
ど
市
が
ど
の
経
費
に
も
自

由
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
財

源
■
地
方
交
付
税
＝
地
方
自
治
体
の

標
準
的
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
一

定
に
保
つ
た
め
の
国
か
ら
の
交

付
金

３５３５

歳入歳入
378 億 3,500 万円378 億 3,500 万円
（100％）（100％）

市税市税
8,967,500 千円8,967,500 千円
（23.7%）（23.7%）

分担金・負担金分担金・負担金
577,968 千円577,968 千円
（1.5%）（1.5%）

使用料・手数料使用料・手数料
745,756 千円745,756 千円
（2.0%）（2.0%）

繰入金繰入金
1,159,012 千円1,159,012 千円
（3.1%）（3.1%）

その他自主財源その他自主財源
967,114 千円967,114 千円
（2.5%）（2.5%）

地方交付税地方交付税
12,700,000 千円12,700,000 千円
（33.6%）（33.6%）

国・県支出金国・県支出金
8,176,550 千円 8,176,550 千円 
（21.6%）（21.6%）

地方債地方債
3,115,900 千円 3,115,900 千円 
（8.2%）（8.2%）

譲与税・交付金譲与税・交付金
1,399,500 千円1,399,500 千円
（3.7%）（3.7%）

その他依存財源その他依存財源
25,700 千円25,700 千円
（0.1%）（0.1%）

自主財源自主財源
12,417,350 千円12,417,350 千円
（32.8％）（32.8％）

依存財源依存財源
25,417,650 千円25,417,650 千円
（67.2％）（67.2％）

歳　

入
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 さあ さあ  ななつのななつの  約束を実現約束を実現  　　　 して見事な 鹿屋市にしよう

　

義
務
的
経
費
の
う
ち
、
人
件
費
は

職
員
数
の
減
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
３
億
８
，
２
７
５
万
２
千
円

減
の
76
億
１
，
７
１
９
万
４
千
円
。

扶
助
費
は
、
子
ど
も
手
当
の
創
設

や
生
活
保
護
費
の
増
な
ど
に
伴
い
、

21
億
８
，
０
１
６
万
５
千
円
増
の

98
億
７
，
１
７
０
万
９
千
円
。
公
債

費
は
、
１
億
７
，
７
８
５
万
２
千
円

増
の
56
億
２
，
０
７
０
万
３
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
か
の
や

ば
ら
園
整
備
に
伴
い
発
行
し
た
ミ
ニ

公
募
債
（
プ
リ
ン
セ
ス
か
の
や
債
）

の
満
期
一
括
償
還
費
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
の
う
ち
、
普

通
建
設
事
業
費
は
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
整
備
費
や
輝
北
地
区
学
校
統

廃
合
に
か
か
る
継
続
的
な
建
設
費
用

な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

他
の
住
宅
、
道
路
等
の
建
設
事
業
費

は
６
月
補
正
予
算
で
の
計
上
を
予
定

し
て
い
る
た
め
、
前
年
度
に
比
べ

18
億
３
，
９
８
４
万
１
千
円
減
の

22
億
７
，
３
９
８
万
１
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
国
庫
支
出
金
＝
国
が
、
地
方
公

共
団
体
に
特
定
の
行
政
費
の
一

部
と
し
て
、
交
付
す
る
補
助
金

や
委
託
金

■
繰
入
金
＝
一
般
会
計
、
特
別
会

計
、
基
金
等
の
会
計
間
に
お
け

る
現
金
の
移
動
を
表
す
も
の
。

例
え
ば
、
一
般
会
計
の
歳
出
に

不
足
が
生
じ
た
場
合
に
、
基
金

を
取
り
崩
し
て
一
般
会
計
に
移

動
す
る
こ
と
な
ど
を
繰
入
れ
と

い
う
。

■
使
用
料
及
び
手
数
料
＝
公
共
施

設
の
使
用
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
こ
と
の
対
価
と
し
て
利

用
者
等
か
ら
徴
収
す
る
も
の

で
、
高
等
学
校
の
授
業
料
、
各

種
公
共
施
設
の
使
用
料
、
住
民

票
等
各
種
証
明
の
発
行
手
数
料

な
ど

■
市
債
＝
市
が
建
設
事
業
や
災
害

復
旧
事
業
な
ど
を
行
う
と
き
、

財
源
と
な
る
借
入
金

■
普
通
建
設
事
業
＝
道
路
や
公

園
、
学
校
な
ど
公
共
施
設
を
建

設
す
る
た
め
の
経
費

■
性
質
別
＝
予
算
及
び
決
算
に
お

け
る
「
節
」
の
区
分
を
基
準
と

し
た
分
類
で
あ
り
、
財
政
の
健

全
性
、
弾
力
性
を
測
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
分
類

■
目
的
別
＝
予
算
及
び
決
算
に
お

け
る
「
款
」、「
項
」
の
区
分
を

基
準
と
し
た
分
類
で
あ
り
、
各

部
各
課
ご
と
の
お
お
ま
か
な
予

算
の
比
重
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
分
類

■
人
件
費
＝
特
別
職
や
一
般
職
の

給
与
な
ど

■
扶
助
費
＝
生
活
保
護
費
や
子
ど

も
手
当
に
充
て
る
た
め
の
経
費

■
公
債
費
＝
市
が
借
り
入
れ
た
地

方
債
（
借
金
）
返
済
の
た
め
の

経
費

■
物
件
費
＝
施
設
の
維
持
管
理
や

物
品
購
入
の
た
め
の
経
費

平成22年度一般会計当初予算は

３７８億３，５００万円３７８億３，５００万円

３３ ７７ ８８

民生費民生費
14,034,766 千円14,034,766 千円
（37.1%）（37.1%）

教育費教育費
5,666,156 千円5,666,156 千円
 （15.0%） （15.0%）

公債費公債費
5,620,703 千円 5,620,703 千円 
（14.9%）（14.9%）

総務費総務費
4,244,051 千円4,244,051 千円
（11.2%）（11.2%）

衛生費衛生費
2,358,242 千円2,358,242 千円
（6.2%）（6.2%）

土木費土木費
1,923,424 千円1,923,424 千円
（5.1%）（5.1%）

農林水産業費農林水産業費
1,521,770 千円1,521,770 千円
（4.0%）（4.0%）

消防費
1,089,128 千円1,089,128 千円
（2.9%）（2.9%）

700,369 千円
（1.8%）（1.8%）

その他その他
676,391 千円676,391 千円
（1.8%）（1.8%）

歳出歳出
（目的別）（目的別）

378 億 3,500 万円378 億 3,500 万円
（100％）（100％）

700 369 千700 369 千

歳出歳出
（性質別）（性質別）

378 億 3,500 万円378 億 3,500 万円
（100％）（100％）

人件費人件費
7,617,194 千円7,617,194 千円
（20.1%）（20.1%）

扶助費扶助費
9,871,709 千円 9,871,709 千円 
（26.1%）（26.1%）

公債費公債費
5,620,703 千円5,620,703 千円
（14.9%）（14.9%）

普通建設事業費普通建設事業費
2,273,981 千円 2,273,981 千円 
（6.0%）（6.0%）

物件費物件費
5,193,042 千円5,193,042 千円
（13.7%）（13.7%）

補助費等補助費等
3,991,301 千円3,991,301 千円
（10.6%）（10.6%）

繰出金繰出金
2,657,880 千円2,657,880 千円
 （7.0%） （7.0%）

その他その他
609,190 千円609,190 千円
（1.6%）（1.6%）

歳　

出
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平
成
22
年
度
当
初
予
算
は
、

人
件
費
、
扶
助
費
な
ど
の
経
常

的
な
経
費
を
中
心
と
し
た
「
骨

格
予
算
」
と
し
て
編
成
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
産
業

や
市
民
生
活
を
取
り
巻
く
情
勢

は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
き

て
い
る
実
情
を
踏
ま
え
、
緊
急

雇
用
対
策
事
業
な
ど
年
度
当
初

か
ら
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
必
要
最
少
限
の
政
策
的
な
経

費
も
当
初
予
算
に
盛
り
込
み
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
の
主
要
な
政
策
的

経
費
に
つ
い
て
は
、
６
月
議
会

で
市
長
が
定
め
る
施
政
方
針
に

基
づ
き
、
肉
付
け
予
算
と
し
て

編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

新
年
度
予
算
の
特
徴

①
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら

し
を
守
る
こ
と

②
地
域
産
業
や
市
民
生
活
に
支

障
を
来
さ
な
い
こ
と

③
債
務
負
担
行
為
や
緊
急
雇
用

対
策
事
業
等
の
継
続
性

な
ど
の
観
点
か
ら
必
要
最
少
限

の
政
策
的
な
経
費
も
盛
り
込
む

こ
と
と
し
、
予
算
の
効
率
的
な

執
行
と
事
業
効
果
を
高
め
る
た

め
に
、

①
少
子
・
高
齢
化
な
ど
の
対
策

②
地
域
産
業
活
性
化
対
策

③
雇
用
対
策

④
環
境
保
全
対
策

⑤
教
育
環
境
整
備
対
策

⑥
共
生
・
協
働
な
ど
の
対
策

の
６
つ
の
対
策
を
中
心
に
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
市

民
目
線
で
取
り
組
み
ま
す
。

●
歳　

入

　

歳
入
面
で
は
、
長
引
く
景
気

低
迷
に
よ
る
厳
し
い
経
済
情
勢

に
よ
り
、
2.2
％
の
税
収
減
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
歳

入
に
占
め
る
一
般
財
源
の
比
率

は
前
年
度
の
71
・
２
％
か
ら

67
・
５
％
に
低
下
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
債
残
高
に
つ
い
て

は
、
継
続
的
な
財
政
改
革
の

実
施
に
よ
り
、
平
成
22
年
度

末
に
は
、
約
18
億
円
減
少
す

る
な
ど
、
４
年
連
続
で
改
善

さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
市
債
残
高
は
、

４
１
１
億
４
千
万
円
程
度
を
見

込
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
５
割

程
度
は
、
返
済
時
に
地
方
交
付

税
で
財
源
を
措
置
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
事
業
を
選
別
し
、
市

債
発
行
を
抑
制
す
る
と
と
も

に
、
発
行
す
る
場
合
も
財
源
措

区　分 当初予算額 前年度
比　較

一般会計 37,835,000 千円 △ 1.0％

特

別

会

計

国民健康
保険事業 11,234,158 千円 △ 6.2％

老人保健 36,474 千円 △ 56.3％
後期高齢者
医療 609,295 千円 △ 36.8％
介護保険
事業 8,284,846 千円 2.6％

公共下水道
事業 941,262 千円 △ 45.5％

下水道 40,641 千円 △ 0.7％
輝北簡易
水道事業 59,447 千円 △ 0.6％
立小野簡易
水道事業 3,515 千円 64.5％

小　計 21,209,638 千円 △ 7.5％

合　　計 59,044,638 千円 △ 3.4％

区　分 予算額

収益的収入 1,667,736 千円

収益的支出 1,435,738 千円

資本的収入 28,035 千円

資本的支出 980,228 千円

の
計
上
と
し
た
こ
と
が
主
な
要

因
で
す
。

●
介
護
保
険
事
業

　

前
年
度
比
2.6
％
増
の
82
億

８
，
４
８
４
万
６
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
居
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
認
定
者
及
び
利

用
者
の
増
加
な
ど
に
伴
う
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増
が

主
な
要
因
で
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業

　

前
年
度
比
45
・
５
％
減
の
９

億
４
，１
２
６
万
２
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、骨
格
予

算
に
伴
い
、公
共
事
業
の
一
部
を

６
月
補
正
予
算
で
計
上
予
定
と

し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

●
水
道
事
業

　

水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
収
入

源
と
支
出
用
途
の
性
格
に
よ
っ

て
、
収
益
的
収
支
と
資
本
的
収

支
に
分
か
れ
ま
す
。
収
益
的
収

支
は
水
道
事
業
の
経
営
活
動
に
、

資
本
的
収
支
は
水
道
施
設
の
整

備
事
業
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

置
の
あ
る
有
利
な
も
の
を
選

び
、
将
来
に
わ
た
り
健
全
財
政

を
堅
持
す
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

●
歳　

出

　

新
年
度
予
算
の
中
か
ら
「
６

つ
の
主
要
な
対
策
」
に
か
か
る

事
業
の
一
部
を
５
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
ま
す
。

　

特
別
会
計
全
体
で
は
、
7.5
％

減
の
２
１
２
億
９
６
３
万
８
千

円
で
、
主
な
特
別
会
計
の
増
減

要
因
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業

　

前
年
度
比
6.2
％
減
の
１
１
２

億
３
，
４
１
５
万
８
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
特
別
繰
入
に
か
か

る
療
養
給
付
費
分
を
６
月
補
正

予
算
で
計
上
す
る
こ
と
と
し
た

た
め
減
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

●
老
人
保
健

　

前
年
度
比
56
・
３
％
減
の
３
，

６
４
７
万
４
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、後
期
高
齢
者
医

療
制
度
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
医
療
給
付
費
が
大
幅
な
減

と
な
る
こ
と
が
要
因
で
す
。な

お
、老
人
保
健
特
別
会
計
は
本

年
度
が
最
終
年
度
に
な
り
ま

す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療

　

前
年
度
比
36
・
８
％
減
の
６

億
９
２
９
万
５
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
保
険
基
盤

安
定
負
担
金
に
か
か
る
広
域
連

合
納
付
金
を
６
月
補
正
予
算
で

■会計別予算額の内訳

■水道事業

予
算
編
成
に
当
た
っ
て

特
別
会
計
・

　
　

公
営
企
業
会
計

4



６つつの主要な対策
❺教育環境整備対策

■田崎小学校校舎増改築防音併行
　事業　　　  　（1,703 万４千円）
■百引小学校校舎増改築事業
　　　　  　（６億3,878万２千円）
■輝北地区学校統廃合に関する
　中学校整備事業       （3,590万円）
■高等学校施設整備事業
　　　　　　　         　 （480 万円）
■学校給食センター施設整備事業
　　　　    （13 億 7,586 万９千円）

９月供用開始に向けて、整備が進む
「南部学校給食センター」

❻共生・協働などの対策

■町内会経費
　　　（１億 2,242 万８千円）

■農地・水・環境保全向上対策事業
　　　　     　　　 （752万８千円）
■住宅手当緊急特別措置事業
　　　　     　　　 （245万７千円）
■地域産業活動支援事業
　　　　　　       （1,025万５千円）
■スポーツ合宿誘致活動推進事業
　　　　　　　　 （216 万５千円）

スポーツ合宿の取組第１号として平成21年
度に誘致した「大東文化大学レスリング部」

❹環境保全対策

不法投棄などを防止するため「不法
投棄防止対策事業」を実施

■ごみ減量・リサイクル事業
　　　　　　   　        （5,915 万円）
■不法投棄防止対策事業
　　　　　     　     （760 万６千円）
■資源物再商品化事業
　　　　　　　           （3,250 万円）
■畜産環境センター事業
　　　          （１億 6,301 万７千円）
■小型合併処理浄化槽設置整備事業
　　　          （１億 7,751 万３千円）

ふるさと雇用再生事業を活用して平成 21
年度に発足した「安全・安心パトロール隊」

❸雇用対策

■定住自立圏構想推進事業　　　
　　　　　　     　 （194万８千円）
■地域ブランド創出推進事業　　
　　　　　　 　　（131 万９千円）
■畜産経営活性化対策事業　　　
　　　　　　　  （1,181 万７千円）
■防衛施設民生安定事業　　　　
　　　　　　　  （7,447 万９千円）
■鹿屋内陸工業団地造成事業　　
　　　　　　　　　　 （330 万円）

防衛施設民生安定事業を活用して建
設中の「市道上田崎線」

❷地域産業活性化対策

■子ども手当費　　
  　　　　   （21億2,109万３千円）
■児童扶養手当費　　
　　　　  　（６億9,183万５千円）
■保育対策等促進事業　
　　　  　　（１億1,026万２千円）
■はり・きゅう施術助成事業
　　     　　　　　　　 （781万円）
■健康診査・がん検診事業
　　　  　　（１億2,761万５千円）

子育てができる環境整備を推進する
ため「保育対策等促進事業」を実施

❶少子・高齢化などの対策

■緊急雇用「公文書電子化事業」
　　　　　　　　　  （1,337 万円）
■緊急雇用「農業振興地域整備促 
　進事業」　　　　    （1,890 万円）
■緊急雇用「観光案内事業」　　
　　　 　　　　　（239 万２千円）
■ふるさと雇用「安全・安心パト
　ロール事業」　（1,950万１千円）
■ふるさと雇用「商店街活性化事
　業」      　　　   （2,407万６千円）

平成 22年度一般会計当初予算特集

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS5



▲病児保育の実施施設『森のくまさん家』

●
対
象
児
童

　

保
育
所
・
幼
稚
園
等
で
保
育

し
て
い
る
乳
幼
児
及
び
小
学
校

低
学
年
の
児
童
で
、
次
の
状
態

に
あ
て
は
ま
る
場
合
に
対
象
と

な
り
ま
す
。

○ 

病
気
の
た
め
集
団
保
育
が
困

難
な
状
態
で
あ
り
、
か
つ
、

保
護
者
の
勤
務
の
都
合
、
傷

病
、
事
故
、
出
産
、
冠
婚
葬

祭
な
ど
、
社
会
的
に
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
家
庭
で

の
保
育
が
困
難
な
状
態
で
あ

る
。

●
１
日
の
利
用
料
金

① 

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護

世
帯
＝
無
料

② 

市
民
税
非
課
税
世
帯
（
①
及

び
④
を
除
く
）
＝
無
料

③ 

市
民
税
課
税
世
帯
（
①
及
び

④
を
除
く
）＝

１
，
０
０
０
円

④ 

所
得
税
課
税
世
帯

＝
２
，
０
０
０
円

※ 

申
し
出
が
な
い
場
合
は
、
④

に
な
り
ま
す
。

　

①
②
③
に
該
当
す
る
場
合

は
、
申
出
内
容
の
証
明
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
保
育
所
入
所
時
に

提
出
し
て
い
る
人
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。（
所
得
税
は

平
成
21
年
分
、
市
民
税
は
平

成
21
年
度
分
が
必
要
で
す
）

※ 

昼
食
や
お
や
つ
は
、
各
家
庭

で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
医
療
費
に
つ
い
て
は
、

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

●
利
用
方
法

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
登
録
が
必
要
で
す
。
市
子

育
て
支
援
課
（
⑰
番
窓
口
）
又

は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
で

登
録
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
利
用
時
に
は
実
施
施

設
に
予
約
を
取
り
、
利
用
申
込

書
及
び
医
師
連
絡
票
を
実
施
施

設
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
定
員
の
関
係
や
児

童
の
病
状
等
に
よ
り
利
用
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※ 

平
成
21
年
度
に
登
録
し
た
人

も
、
平
成
22
年
度
は
再
度
登

録
が
必
要
で
す
。

●
利
用
時
間

　

 

月
〜
金
曜
日
＝
８
時
30
分
〜

18
時

　

土
曜
日
＝
８
時
30
分
〜
12
時

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
、
当

　

日
の
７
時
30
分
ま
で
に
連
絡

　

し
て
く
だ
さ
い
。

●
実
施
施
設

　

森
の
く
ま
さ
ん
家

　

（
西
原
2
丁
目
・
ま
つ
だ
こ
ど

　

も
ク
リ
ニ
ッ
ク
併
設
）

　

☎
０
９
９
４-

52-

０
５
０
６

　

保
育
所
等
に
入
所
中
の
児

童
が
病
気
の
た
め
集
団
保
育

が
困
難
で
あ
り
、
か
つ
、
保

護
者
が
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
家
庭
で
の
育
児
が
困

難
な
状
況
に
あ
る
場
合
、
一

時
的
に
児
童
を
預
か
り
保
育

し
ま
す
。

【問い合わせ】市子育て支援課　☎ 0994-31-1134

　市では、様々な保育ニーズに対して、　市では、様々な保育ニーズに対して、

個々の家庭の状況に適切に対応できるよ個々の家庭の状況に適切に対応できるよ

う保育サービスの充実を図り、仕事と子う保育サービスの充実を図り、仕事と子

育ての両立を支援しています。育ての両立を支援しています。

     をご利用ください

病病児・児・
病後児病後児
保育保育

▲大黒保育園
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●
実
施
場
所

○
大
黒
保
育
園
（
下
高
隈
町
）

　

☎
０
９
９
４-

45-

３
０
７
８

○
愛
育
園
（
新
川
町
）

　

☎
０
９
９
４-

41-

０
８
２
０

●
対
象
児
童

　

原
則
と
し
て
、
認
可
保
育
所

に
入
所
し
て
い
る
児
童
で
、
保

護
者
が
日
曜
・
祝
日
に
冠
婚
葬

祭
や
仕
事
な
ど
の
た
め
保
育
が

で
き
な
い
場
合
に
対
象
と
な
り

ま
す
。

※ 

私
的
理
由
に
よ
る
場
合
は
、

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

認
可
保
育
所
に
入
所
し
て
い

な
い
児
童
で
も
保
育
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
、
勤

務
証
明
書
等
の
提
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

●
利
用
方
法

　

事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

市
子
育
て
支
援
課
（
⑰
番
窓

口
）
又
は
各
総
合
支
所
市
民
生

活
課
で
登
録
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
に
は
印
鑑
が
必
要

　

日
曜
・
祝
日
に
、
冠
婚
葬

祭
や
仕
事
な
ど
の
た
め
家

庭
で
の
育
児
が
で
き
な
い

場
合
に
、
児
童
を
預
か
り

保
育
し
ま
す
。

で
す
。

　

な
お
、
緊
急
の
利
用
は
、
原

則
と
し
て
で
き
ま
せ
ん
。
利
用

す
る
と
き
は
、
利
用
日
の
一
週

間
前
ま
で
に
実
施
保
育
園
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

利
用
希
望
者
が
多
い
日
等
は

利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

●
利
用
時
間

　

８
時
〜
17
時
（
原
則
）

●
利
用
料
金

〈
１
日
当
た
り
〉

　

０
歳
児
＝
１
，
５
０
０
円

　

１
歳
以
上
児

　
　
　
　

＝
１
，
０
０
０
円

〈
１
時
間
当
た
り
〉

　

０
歳
児　
　

＝
３
０
０
円

　

１
歳
以
上
児
＝
２
０
０
円

〈
昼
食
費
〉　

＝
２
０
０
円

※ 

年
齢
は
、
登
録
申
請
が
あ
っ

た
月
の
初
日
を
基
準
と
し
ま

す
。

絡
し
て
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
開
設
日
・
開
設
時
間
・
利
用

　

料
金

　

児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
開
設

日
、
開
設
時
間
、
利
用
料
金
が

異
な
り
ま
す
。
希
望
す
る
ク
ラ

ブ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

仕
事
な
ど
に
よ
り
昼
間
、
保
護
者

が
在
宅
し
て
い
な
い
小
学
校
低
学
年

の
児
童
を
対
象
に
、
授
業
が
終
了
し

て
か
ら
夕
方
ま
で
安
心
し
て
過
ご
せ

る
場
所
を
提
供
し
ま
す
。
指
導
員
が

遊
び
や
生
活
指
導
な
ど
を
行
い
ま

す
。

●
対
象
児
童

　

原
則
と
し
て
、
概
ね
小
学
校

１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児

童
で
、
仕
事
な
ど
に
よ
り
昼
間

保
護
者
が
在
宅
し
て
い
な
い
場

合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
利
用
方
法

　

希
望
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
に
連

平成 22年度鹿屋市放課後児童クラブ一覧表

クラブ名 所在地 電話番号

鹿屋学童育成クラブ 西大手町 0994-42-2663

寿・第２寿学童育成クラブ 寿５丁目 0994-41-2568

わかば児童クラブ 寿４丁目 0994-44-5234

第１・第２こばと児童クラブ 川西町 0994-40-2851

笠之原児童育成クラブ 笠之原町 0994-42-2919

二葉児童クラブ 西原 1丁目 0994-44-6107

はらい川児童クラブ 祓川町 0994-42-2250

西原台学童育成クラブ 今坂町 0994-44-6577

花岡児童育成クラブ 花岡町 0994-46-3763

和光児童クラブ 横山町 0994-48-2931

エンゼル児童クラブ 札元２丁目 0994-43-9353

南部幼稚園学童クラブ 下堀町 0994-44-6850

吾平児童クラブ 吾平町上名 0994-58-8220

いずみ幼稚園学童クラブ 吾平町上名 0994-58-6893

光明児童クラブ 輝北町上百引 099-486-0562

細山田保育園わんぱく児童クラブ 串良町細山田 0994-62-2026

正徳仲良しクラブ 串良町岡崎 0994-63-2186

上小原児童クラブ 串良町上小原 0994-63-3657

休休日日
  保育保育

放放課後課後
児 童児 童
クラブクラブ

▲寿学童育成クラブ
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  愛犬の登録と狂犬病予防注射を実施します

 登録及び狂犬病予防注射日程

期
日 時　間 会　場

６
月
17
日
（木）

　9:30 ～ 10:00 尾之上団地入り口
10:10 ～ 10:40 上谷公民館
10:50 ～ 11:10 西原 1丁目スミレ公園
11:20 ～ 11:50 西原２丁目西公民館
13:10 ～ 13:35 市保健相談センター
13:45 ～ 14:15 打馬公民館
14:25 ～ 15:00 王子町公民館

 

６
月
18
日
（金）

　9:30 ～ 10:05 野里町集落センター
10:15 ～ 10:45 下堀町公民館
11:00 ～ 11:15 星塚敬愛園車庫前
11:25 ～ 11:50 萩塚町集落センター
13:10 ～ 13:30 飯隈公民館
13:40 ～ 14:05 永野田公民館
14:15 ～ 15:00 川西公民館

６
月
22
日
（火）

　9:30 ～　 9:55 名貫町集落センター
10:05 ～ 10:35 田崎地区学習センター
10:45 ～ 11:25 上田崎コミュニティセンター
11:35 ～ 11:50 田崎公民館
13:10 ～ 13:45 新川公民館
14:00 ～ 14:25 川東公民館
14:40 ～ 15:00 川東公民館別館光同寺公民館

６
月
23
日
（水）

　9:30 ～ 10:00 白崎町公民館
10:10 ～ 10:45 寿５丁目公民館
10:55 ～ 11:15 寿７丁目公民館
11:25 ～ 11:50 寿８丁目公民館
13:10 ～ 14:00 笠之原町公民館
14:10 ～ 14:30 寿４丁目公民館
14:40 ～ 15:00 寿３丁目公民館

６
月
24
日
（木）

　9:30 ～　 9:55 札元１丁目公民館
10:05 ～ 10:35 札元２丁目公民館
10:45 ～ 11:10 旭原公民館
11:20 ～ 11:50 東原研修館
13:10 ～ 13:30 寿２丁目公民館
13:40 ～ 14:05 緑山公民館
14:15 ～ 14:30 曽田町公民館
14:40 ～ 15:00 社会福祉協議会分室

◆鹿屋地区
期
日 時　間 会　場

６
月
８
日
（火）

　9:30 ～　 9:50 吉ヶ別府公民館
10:05 ～ 10:25 重田公民館
10:45 ～ 11:00 柏木多目的集会施設
11:20 ～ 11:50 高隈地区交流促進センター
13:10 ～ 13:30 谷田集会施設
13:45 ～ 14:25 旧農協大黒出張所
14:40 ～ 15:00 黒坂公民館

６
月
９
日
（水）

　9:30 ～ 10:00 上祓川町集落センター
10:10 ～ 10:35 祓川町集落センター
10:45 ～ 11:15 西祓川町集落センター
11:25 ～ 11:50 下祓川町集落センター
13:10 ～ 13:30 大須自治公民館
13:40 ～ 14:15 大浦町公民館
14:25 ～ 15:00 郷之原自治公民館

６
月
10
日
（木）

　9:30 ～　  9:50 白水町公民館
10:10 ～ 10:30 小薄公民館
10:50 ～ 11:10 花里公民館
11:30 ～ 11:50 根木原公民館
13:10 ～ 13:40 鶴羽公民館
13:50 ～ 14:20 海道町公民館
14:30 ～ 15:00 古里公民館

６
月
11
日
（金）

　9:30 ～ 10:05 横山集落センター
10:15 ～ 10:45 大姶良出張所
10:55 ～ 11:20 大姶良西ふれあい公民館
11:30 ～ 11:50 大姶良東集落センター
13:10 ～ 13:40 獅子目中央公民館
13:55 ～ 14:25 旧南公民館跡
14:35 ～ 15:00 池園町公民館

６
月
15
日
（火）

　9:30 ～　  9:55 岡泉公民館
10:05 ～ 10:35 浜田海水浴場駐車場
10:45 ～ 11:20 高須地区学習センター
11:30 ～ 11:50 天神構造改善センター
13:10 ～ 13:30 船間公民館
13:45 ～ 14:10 古江下集会所
14:25 ～ 15:00 今坂町公民館

６
月
16
日
（水）

　9:30 ～　 9:50 新栄町自治公民館
10:05 ～ 10:30 新生町公民館
10:45 ～ 11:05 西原３丁目公民館
11:20 ～ 11:50 西原４丁目公民館
13:10 ～ 14:00 上野町公民館
14:15 ～ 14:30 小野原公民館
14:45 ～ 15:00 野元公民館

　「犬の登録」と毎年一回の「狂犬病予防注射」を愛犬に受けさせる
ことは、飼い主の義務です。
　市では、「犬の登録」と「狂犬病予防注射」を下表の日程で行いま
すので、生後 91 日以上の犬を飼っている人は、都合の良い時間に
会場で受けさせてください。
※市が委託している動物病院でも「犬の登録」と「狂犬病予防注射」
　を実施しています。詳しくは、お問い合わせください。
※住所や飼い主の変更又は犬が死亡した場合も届出が必要です。
【問い合わせ】　市生活環境課　 0994-43-2111  内線 3178
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◆串良地区
期
日 時　間 会　場

５
月
12
日
（水）

　9:30 ～ 10:00 細山田校区公民館
10:05 ～ 10:20 東新町公民館
10:30 ～ 10:45 立小野公民館
10:55 ～ 11:05 生栗須公民館
11:15 ～ 11:25 平瀬活動センター
11:35 ～ 11:50 下中公民館
13:15 ～ 13:35 上辰喰公民館
13:50 ～ 14:10 昭栄公民館
14:20 ～ 14:40 花鎌公民館
14:50 ～ 15:10 新中堀公民館
15:20 ～ 15:30 馬掛公民館

５
月
13
日
（木）

　9:30 ～　9:40 共栄公民館
　9:50 ～ 10:10 中山公民館
10:20 ～ 11:05 十三塚公民館
11:20 ～ 11:50 富ヶ尾公民館
13:15 ～ 13:35 新堀公民館
13:55 ～ 14:25 山下公民館
14:35 ～ 14:55 中郷公民館
15:05 ～ 15:30 大塚原公民館

５
月
14
日
（金）

　9:30 ～ 10:05 串良総合支所
10:15 ～ 10:40 岡崎西公民館
10:50 ～ 11:10 岡崎上公民館
11:20 ～ 11:50 緑ヶ丘公民館
13:15 ～ 13:35 白寒水公民館
13:45 ～ 14:15 下小原公民館
14:25 ～ 14:55 下方限公民館
15:05 ～ 15:30 柳谷公民館

期
日 時　間 会　場
５
月
19
日
（水）

　9:30 ～　9:50 赤野公民館
10:05 ～ 10:30 鶴峰中地区ふれあいセンター
10:45 ～ 11:10 大牟礼公民館
11:25 ～ 11:50 中央西地区ふれあいセンター

５
月
20
日
（木）

　9:30 ～　9:55 鶴峰西地区ふれあいセンター
10:05 ～ 10:30 苫野町内会ごみステーション
10:40 ～ 10:55 門前公民館
11:15 ～ 11:50 コミュニティセンター吾平振興会館

５
月
21
日
（金）

　9:30 ～　9:55 持田公民館
10:05 ～ 10:20 寺ヶ迫公民館
10:30 ～ 10:45 寒水公民館
10:55 ～ 11:15 中央麓地区ふれあいセンター
11:25 ～ 11:50 鉄道資料館

５
月
24
日
（月）

　9:30 ～　9:45 神野地区ふれあいセンター
　9:55 ～ 10:10 荷掛公民館
10:20 ～ 10:40 黒羽子公民館
10:50 ～ 11:15 鶴峰東地区ふれあいセンター
11:25 ～ 11:50 コミュニティセンター吾平振興会館

５
月
25
日
（火）

　9:30 ～　9:50 原口公民館
10:00 ～ 10:30 下名東地区ふれあいセンター
10:40 ～ 10:50 川北公民館
11:00 ～ 11:25 下名西地区ふれあいセンター
11:35 ～ 11:50 鶯町内会ごみステーション

◆吾平地区

期
日 時　間 会　場

５
月
27
日
（木）

　9:30 ～　9:40 歌丸公民館
　9:50 ～ 10:00 白別府公民館
10:10 ～ 10:20 諏訪研修センター
10:30 ～ 10:45 福祉センター
10:55 ～ 11:05 和泉ヶ野公民館
11:15 ～ 11:35 輝北総合支所
11:40 ～ 11:50 愛宕公民館
13:15 ～ 13:25 下沢津公民館
13:35 ～ 13:45 上沢津公民館
13:55 ～ 14:10 久木野々公民館
14:20 ～ 14:30 辰喰公民館
14:35 ～ 14:45 上方公民館
14:55 ～ 15:10 市成校区公民館
15:20 ～ 15:30 宮園公民館

５
月
28
日
（金）

　9:30 ～　9:40 仏山公民館
　9:45 ～　9:55 朝倉公民館
10:00 ～ 10:10 八重山公民館
10:20 ～ 10:30 柏木公民館
10:35 ～ 10:50 日新公民館
11:00 ～ 11:10 谷田公民館
11:20 ～ 11:30 浮牟田公民館
11:40 ～ 11:55 高尾校区公民館
13:15 ～ 13:35 百引校区公民館
13:45 ～ 13:55 堂平公民館
14:05 ～ 14:15 坂宮公民館
14:20 ～ 14:30 影吉公民館
14:40 ～ 14:50 三原公民館
15:00 ～ 15:10 竹下公民館
15:20 ～ 15:30 平房活性化センター

◆輝北地区

●持参するもの
　○初めて登録する犬
　　6,000 円（犬の登録料、予防注射代）
　○登録が済んでいる犬
　　通知書、3,000 円（予防注射代）
　※通知書は、登録をしている場合のみ送付
　　します。
●留意事項
　　次の犬は、最寄りの動物病院に相談した
　うえで、予防注射を受けてください。
　○注射の日に制御できる人がいない犬
　○慢性的病気を持っている犬
　○最近、治療や予防などの処置を受けた犬
　○興奮しやすい性格の犬
　○妊娠又は発情などで普段と違う状態にあ
　　る犬

犬を散歩させる時はフンを入れる袋を持参
するなど、マナーを守りましょう。

KANOYA  CITY
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〜「〜「
食食
」」は
生
き
る
た
め
の
心
と
体
の

は
生
き
る
た
め
の
心
と
体
の「
薬
」〜

「
薬
」〜

か
の
や「
食
」と「
農
」交
流
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

近
年
、
健
全
な
食
生
活
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

り
、
食
を
め
ぐ
る
現
状
は
危
機
的
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。
日
々
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る

一
方
、
飽
食
の
時
代
に
な
り
、
私
た
ち
は
忙

し
い
生
活
を
送
る
中
で
、
生
命
を
育
む
「
食
」

と
「
農
」
の
大
切
さ
を
忘
れ
が
ち
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
で
豊
か
な
食
生
活
の

普
及
・
定
着
を
進
め
る
た
め
、『
か
の
や
「
食
」

と
「
農
」
交
流
推
進
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
こ
の
計
画
を

知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、「
食
」
と
「
農
」

に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
計

画
の
概
要
と
市
の
取
組
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
農
政
水
産
課

　
　
　
　
　
　
　


０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
７

◆計画の基本理念と 4つの視点

　一人ひとりの食習慣は、長い年月をかけて作られます。生涯にわたって生き生きとした暮ら
しを実現するためには、ライフステージごとの特徴に応じて取り組むことが大切です。

◆豊かな食生活を送ってもらうために

　すべての市民の皆さんに「食」と「農」の大切さを再認識してもらうとともに、健康で豊
かな食生活をおくってもらうために、下記の『基本理念』と『４つの視点』に基づき、さま
ざまな取組を推進します。

市民総参加で、食と農をみつめ直し、心身の健康増進、人間形
成を目指します

４つの視点
　すべての市民が健康で生き生きと生活する力を養うために、「食」＝ “薬 ”
の処方箋となるよう、次の４つの視点で取り組みます。

つながりを大切に
人と人、親と子、学校と地域、市
民と行政、消費者と生産者など、
食にかかわるすべての人々がつな
がりあう交流を推進

ふれあいを大切に
やってみる、作ってみる、食べて
みる、話してみるなど、五感で学
ぶ食と農のさまざまな体験活動を
推進

みつめ直しを大切に
食と農への感謝の気持ち、食材の
持つ力、ふるさとに伝わる郷土料
理をみつめ直す

はぐぐむことを大切に
命をはぐくむ、安全・安心をはぐ
くむ、環境をはぐくむ食育を推進

基本理念

しっかりとした食事の基
盤を作る重要な時期です。
食への関心を育み、食事の
リズムや楽しく食べる習
慣を身につけましょう。

小　学　生
正しい基礎知識を学ぶ機
会や体験の場を増やし、望
ましい食習慣を定着させ、
食を楽しみ感謝する心を
育てましょう。

中学・高校生
栄養が偏りがちになった
り、生活が不規則になりが
ちです。食生活や健康を自
分で管理する能力を育て
ましょう。

親の食生活や食習慣が子
どもに大きく影響します。
子どもに食の大切さを伝
え、自ら望ましい食習慣を
実践しましょう。

青　壮　年
食と健康に関する正しい
情報を得るとともに、食生
活を点検・評価し、疾病に
つながりやすい食習慣の
改善を図りましょう。

中　高　年
食を楽しみ、体調に合った
食生活を実践しましょう。
長年培った食文化を次世
代に伝えていく役割も期
待されます。

シ
リ
ー
ズ 

「
食
」と「
農
」の
交
流
づ
く
り 

①

乳　幼　児

若い世代（母親・父親）
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平
成
２
年
４
月
26
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
22
年
１

月
17
日
以
前
に
鹿
屋
市
に
転
入

届
を
出
し
、
引
き
続
き
鹿
屋
市

に
住
ん
で
い
る
人
。

※
鹿
屋
市
を
転
出
し
た
人
は
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

投
票
日
に
出
張
や
仕
事
、
旅

行
な
ど
で
投
票
で
き
な
い
人

は
、
期
日
前
投
票
所
で
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

期
間

　

４
月
19
日（
月
）〜
24
日（
土
）

場
所

　

市
役
所
６
階
会
議
室
・
各
総

合
支
所

時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※
い
ず
れ
の
期
日
前
投
票
所
で

も
投
票
が
で
き
ま
す
。

指
定
施
設
に
お
け
る
不
在
者
投

票
　

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定

す
る
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
の

施
設
に
入
院
や
入
所
し
て
い
る

人
で
、
不
在
者
投
票
事
由
に
該

当
す
る
人
は
、
そ
の
施
設
で
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

不
在
者
投
票
を
希
望
す
る
人

は
、
施
設
長
へ
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

滞
在
地
に
お
け
る
不
在
者
投
票

　

出
張
や
研
修
に
よ
り
市
外
に

滞
在
中
の
人
は
、
滞
在
地
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
を
希
望
す
る
人

は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
に
よ
る
投
票

　

重
度
の
身
体
障
害
者
で
「
郵

便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
は
、
郵
便
等
に
よ

る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
日
の
４
日
前
ま
で
に
投
票

用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
郵
便
等
に
よ
る
投
票

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷

病
者
手
帳
保
持
者
で
、
そ
の
内

容
が
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て

い
る
人
に
限
り
ま
す
。

投
票
時
間

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時

投
票
所

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

投
票
所
で
し
か
投
票
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
郵
送
さ
れ
た
投
票
案

内
状
で
必
ず
投
票
所
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

投
票
方
法

　

投
票
所
に
投
票
案
内
状
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
案
内
状
は
郵
送
し
ま
す

が
、
投
票
日
が
近
く
な
っ
て
も

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
案
内
状
を
紛
失
し
て

も
投
票
で
き
ま
す
。
投
票
日
当

日
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

代
理
投
票
・
点
字
投
票
は
、

投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
等
に
よ
る
投
票

の
代
理
記
載
も
で
き
ま
す
が
、

そ
の
場
合
、
代
理
記
載
人
と
な

る
人
の
届
出
も
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

開
票
は
、
午
後
８
時
30
分
か

ら
鹿
屋
市
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局


０
９
９
４-

31-

１
１
４
２

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

 ４月25日（日）は
           鹿屋市議会議員選挙の投票日です
　鹿屋市議会議員選挙が４月 18日（日）に告示され、４月 25日（日）に投開票が行われます。
有権者の皆さんは、必ず投票しましょう。

■
投
票
で
き
る
人

■
期
日
前
投
票

■
不
在
者
投
票

■
投
票
日
の
投
票

■
代
理
投
票
・
点
字
投
票

■
投
票
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大隅の「食」を県内外へ売り込む

　３月５日、鹿屋商工会議所で「“ おおすみ” 食＆ア
グリマッチングフェア2010in 鹿屋」が開催されまし
た。このイベントは、食料基地である大隅半島の食材
を県内外に紹介し、販路拡大による地域振興を図ろ
うと行われたもので、大隅地区の55 業者が、カンパ
チフィーレ、緑茶ペットボトル、黒豚あぶり焼、さつ
まいも加工品、有機野菜などのこだわり商品を出品
しました。個別商談会には、東京、大阪、福岡などの大
手百貨店やスーパーなど23社の仕入れ担当者が参加
し、750 件の商談が行われました。その結果、実際に
取引が開始されている企業も出てきています。

鹿屋 KANOYAKANOYAみなと市場がオープンみなと市場がオープン

　３月22 日、 新鮮な海産物など
を販売する鹿屋市漁協の「みなと
市場」がオープンしました。「みな
と市場」は、観光客や市民の皆さん
に、地元の水産物などを広く知っ
てもらうとともに、「かのやカンパ
チ」などの販売促進につなげよう
と、古江町の漁協の隣に開設。当日
は、オープンセレモニーが行われ
た後、新鮮な海産物を買い求める
人たちでにぎわっていました。

輝北 KIHOKUKIHOKU

　３月 14 日、百引中学校で、ミ
ニコンサートが開催されました。
　このコンサートは、日ごろの音
楽学習の成果を発表し、地域住民
との交流を図ろうと行われたもの
で、生徒 43 人と輝北混声合唱団
15人が、合唱や合奏、ピアノ演奏、
エレクトーン演奏などを披露。会
場には、地域住民約100人が訪れ、
生徒たちの美しい歌声に耳を傾け
ていました。

百引中でミニコンサート百引中でミニコンサート

　3月 29 日、湯遊ランドあいら
で広島県からスポーツ合宿に訪れ
た近畿大学工学部空手道部に特産
品を贈呈しました。
　当日は、鹿屋市ブランド推進協
議会が「かのやカンパチ」、JA 肝
付吾平町が「黒豚」を贈呈。選手
たちは「応援してくれる鹿屋の皆
さんの期待に応えられるように日
本一のチームになります」と抱負
を話してくれました。

吾平 AIRAAIRA近大空手部の近大空手部の
合宿を歓迎合宿を歓迎

　３月３日に吾平中で、10日に
上小原小で「本物の舞台芸術体験
事業」が開催されました。
　吾平中では劇団えるむによる演
劇「ベッカンコおに」、上小原小で
は劇団みんわ座による影絵人形劇
「白いりゅう黒いりゅう」がそれ
ぞれ上演。劇を鑑賞した子どもた
ちは、目を輝かせながら普段見る
ことのできない本物の舞台芸術を
存分に堪能していました。

舞台芸術を堪能舞台芸術を堪能

吾平中学校 上小原小学校
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鹿屋 KANOYAKANOYA

　国道 220 号鹿屋バイパスの王
子～西祓川間（約 1.4㎞）の４車
線化工事が完成し、３月 30 日、
供用開始となりました。
　同バイパスは、平成４年３月に
暫定２車線 10.6㎞で全線の供用
を開始。その後の交通量増大に伴
い順次４車線化を図ってきてお
り、今回の供用開始で 10.6㎞の
うち 7.0㎞の区間で４車線での通
行が可能となりました。

国道220号鹿屋バイパス王国道220号鹿屋バイパス王
子～西祓川間が４車線化子～西祓川間が４車線化

　東九州自動車道の曽於弥五郎 IC
～末吉財部 IC 間（11.1㎞）が完
成し、３月 14 日、式典と開通式
が行われました。
　同区間は、国と県が建設費を負
担する「新直轄方式」で整備され、
片側１車線、通行は無料。曽於
弥五郎 IC で行われた開通式では、
テープカットが行われたほか、関
係車両のパレードなどを行って開
通を祝いました。

　今年も、吾平総合支所の桜に、
メジロが群れをなしてやってきま
した。
　目の周りの白い縁取りが印象的
なメジロは、体長約 12㎝で、暖
かくなる時期に花の蜜を求めて集
まってきます。
　同支所の桜には、毎年 200 羽
近くが集まり、地域住民には春を
告げる風物詩として親しまれてい
ます。

吾平 AIRAAIRA

串良 KUSHIRAKUSHIRA

　３月９日、串良平和公園で桜の
寄贈式が行われ、ソメイヨシノ５
本が植樹されました。これは、市内
企業の有志でつくる「未来を考え
る会」が、未来を良くしたいという
思いを後世に伝えていくことを目
的に行ったもので、関係者など約
10人が参加。参加者は「未来に希
望が持てるような大樹になってほ
しい」と願いを込め、１本ずつ丁寧
に植樹を行っていました。

ソメイヨシノ５本を寄贈ソメイヨシノ５本を寄贈

　３月19日、リナシティかのやの
まちなかパークで「2009 年度福
祉車両贈呈式」が行われました。こ
れは、日本財団が社会福祉向上の
ため実施しているもので、市内の
星塚敬愛園自治会（星塚町）、友心
会（串良町）、なごみの森福祉会（横
山町）の３福祉施設に福祉車両４
台を贈呈しました。施設の代表者
は「大事に使わせていただきたい」
と話していました。

市内の福祉施設に市内の福祉施設に
福祉車両を贈呈福祉車両を贈呈

　３月 20日、JA 鹿児島きもつき
の敷地内にあるからいも神社前で
「坂井健吉農学博士感謝状授与式」
が行われました。坂井氏は、主に
焼酎用さつまいもとして用いら
れ、現在も市の主要な農産物であ
るコガネセンガンの育生者。嶋田
市長は「鹿屋市の農業に大きく貢
献されたことに大変感謝申し上げ
ます」と感謝の意を述べ、感謝状
を手渡しました。

コガネセンガンのコガネセンガンの
育生者に感謝状育生者に感謝状

東九州自動車道曽於弥五郎東九州自動車道曽於弥五郎
IC～末吉財部ICが開通IC～末吉財部ICが開通

今年も春を告げる今年も春を告げる
メジロがやってきましたメジロがやってきました
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　１月 31 日、高隈地区交
流促進センターで行われた
高隈地区生涯学習発表会
で、高隈中央棒踊りが披露
されました。当日は、多く
の地域住民が見守る中、色
とりどりのたすきを身につ
けた子どもたちが元気いっ
ぱいの踊りを披露し、訪れ
た見物客を魅了していまし
た。

高隈中央棒踊り高隈中央棒踊り
を披露を披露

　田崎町の七狩長田貫神社
の神事として、２月 17 日
にしか祭り、22 日にお田
植え祭りが行われました。
17 日は打馬・西祓川など
を巡回してしか祭りが行わ
れたほか、22 日には神社
の境内でお田植え祭りが行
われ、見物客も踊りに参加
するなどして、多くの人が
祭りを楽しんでいました。

七狩長田貫神社七狩長田貫神社
神事を行う神事を行う

　３月７日、輝北町平房で
石牟礼神社春の例祭が開催
され、棒踊りが奉納されま
した。当日は、上平房・中
平房・下平房の各保存会が
それぞれ特徴のある踊りを
奉納し、踊り子は白いはち
まきや色鮮やかなたすきを
身につけて、威勢のよい掛
け声とともに、棒を打ち鳴
らしていました。

五穀豊穣を願い五穀豊穣を願い
棒踊りを奉納棒踊りを奉納

　３月 28 日、祓川町の瀬
戸山神社で、祓川地区の棒
踊りが奉納されました。当
日は、上祓川町・祓川町・
西祓川町・下祓川町の各町
内会のそれぞれの小・中・
高校生が踊り手となって伝
統ある踊りを披露。赤や黄
色の色鮮やかな帯やたすき
を身につけて、桜の木の下
で元気に踊っていました。

瀬戸山神社で瀬戸山神社で
棒踊りを奉納棒踊りを奉納

串良 KUSHIRAKUSHIRA串良小が春の全国小学生串良小が春の全国小学生
ドッジボール大会へ出場ドッジボール大会へ出場

鹿屋 KANOYAKANOYA

　東京都で行われる「第 30 回全
国少年柔道大会」に出場する光武
館の小学生６人が、３月 12 日、
市役所を表敬訪問しました。
　同チームは、２月に行われた県
予選で優勝し全国大会への出場権
を獲得。嶋田市長に「日本一になっ
て鹿屋市を PR して帰ってきてく
ださい」と激励された６人は「優
勝目指して頑張ります」と力強く
抱負を話してくれました。

小学生が柔道で小学生が柔道で
全国大会に出場全国大会に出場

鹿屋 KANOYAKANOYA

　大阪市で行われる「第 19 回春
の全国小学生ドッジボール選手
権」に出場する串良小ドッジボー
ルクラブが、３月 15 日、市役所
を表敬訪問しました。
　同チームは、九州大会でベスト
４に入り、全国大会への出場権を
獲得。子どもたちは「全国にも鹿
屋や串良の名前を広げられるよう
頑張ります」と力強く抱負を話し
てくれました。

　カタールの首都、ドーハで行わ
れた「2010ワールドカップシリー
ズ・ドーハ大会」体操競技の部に
出場し、銀メダルを獲得した町田
和樹さんが、４月１日、市役所を
表敬訪問しました。町田さんは、
床、吊り輪、跳馬の３種目に出場
し、吊り輪で見事銀メダルを獲得。
「次の大会は、今回以上の結果が
でるように頑張りたい」とすでに
次の大会を見据えていました。

世界大会で銀メダルを獲得世界大会で銀メダルを獲得
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募
集
・
申
請

情報掲示板

Information

情報掲示板

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

2010 5月
日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

2010 4月

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅

移
転
事
業
費
を
助
成
し
ま

す
　

危
険
区
域
に
建
っ
て
い
る
危

険
住
宅
（
昭
和
46
年
８
月
31
日

以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
又
は

建
築
後
に
安
全
上
の
支
障
が
生

じ
、是
正
勧
告
を
受
け
た
住
宅
）

の
移
転
を
促
進
す
る
た
め
、
移

転
者
が
危
険
住
宅
の
除
去
な
ど

に
要
す
る
経
費
や
新
た
に
建
設

す
る
住
宅
（
購
入
を
含
む
）
に

要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

●
補
助
金
の
限
度
額
（
一
戸
当

た
り
）

①
危
険
住
宅
の
除
去
等
に
要
す

る
経
費
＝
78
万
円

②
危
険
住
宅
に
代
わ
る
住
宅
建

設
に
要
す
る
経
費
＝
金
融
機

関
等
か
ら
融
資
を
受
け
た
借

入
金
の
利
子
（
年
利
率
8.5
％

を
限
度
）に
相
当
す
る
額
で
、

次
の
額
を
限
度
額
と
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
住
宅
建
設
費
＝
４
４
４
万
円

○
土
地
取
得
費
＝
２
０
６
万
円

○
敷
地
造
成
費
＝
58
万
円

●
対
象
者
＝
平
成
22
年
度
に
移

転
す
る
人

●
申
請
期
限
＝
４
月
30
日（
金
）

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

市
建
築
住
宅
課
（
４
階
）

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
９

「
中
国
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

の
参
加
者
を
募
集

　

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
中

国
に
関
心
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
鹿
屋
体
育
大
学
中
国
人
留

学
生
に
よ
る
サ
ロ
ン
を
毎
月
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

中
国
の
文
化
や
歴
史
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
毎
月
第
２･

４
日
曜

日
の
15
時
〜
17
時

●
場
所
＝
鹿
屋
体
育
大
学
講
義

棟
１
０
１
教
室

●
定
員
＝
30
人
程
度
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
参
加
費
＝
無
料

●
応
募
方
法
＝
電
話
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

市
国
際
交
流
協
会
（
市
民
活

動
推
進
課
内
・
５
階
）

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
１
１
１

内
線
３
５
９
４

「市長と語る車座会議」を開催します「市長と語る車座会議」を開催します

【問い合わせ】市秘書広報課（３階）☎ 0994-31-1123

　市では、市政全般に関することについて、広く市民の皆さんのご意見をお聴きするために「市長と語る車
座会議」を市内 14 中学校区ごとに順次開催します。
　ぜひ、ご参加いただき、多くのご意見をお聴かせください。

●対象者
　対象中学校区に居住している人や通勤通学をしている人な
ど、市民ならどなたでも参加できます。

●５月の日程
対象校区 開催日 時　間 場　所

串良中学校区 ５月10日（月）

19 時～
（90 分程度）

串良公民館

吾平中学校区 ５月18日（火） コミュニティセン
ター吾平振興会館

市成中学校区 ５月19日（水） 市成校区公民館

百引中学校区 ５月25日（火） 百引校区公民館

●６月以降の日程
　６月以降の日程は決まり次第、市ホー
ムページ等でお知らせします。

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS15



情報掲示板

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
国
際

理
解
」
の
参
加
者
を
募
集

　

青
年
海
外
協
力
隊
員
の
活
動

現
場
視
察
、
学
校
訪
問
や
現
地

住
民
と
の
交
流
な
ど
を
行
う
た

め
現
地
に
派
遣
す
る
「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
国
際
理
解
」
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
派
遣
期
間
＝
８
月
１
日（
日
）

〜
８
日
（
日
）

●
参
加
資
格
＝
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
人

○
市
内
の
中
学
・
高
校
に
在
学

中
で
市
内
に
住
所
を
有
し
、

４
月
１
日
現
在
で
満
18
歳
未

満
の
人

○
参
加
す
る
こ
と
に
保
護
者
及

び
学
校
長
の
承
諾
が
あ
る
人

で
、
心
身
と
も
に
健
康
な
人

●
募
集
人
員
＝
２
人

●
参
加
費
用
＝
約
15
万
円

※
参
加
費
用
の
う
ち
７
万
５
千

円
の
助
成
し
ま
す
。

●
提
出
期
限
＝
５
月
７
日（
金
）

※
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

市
国
際
交
流
協
会
（
市
民
活

動
推
進
課
内
・
５
階
）

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
１
１
１

内
線
３
５
９
４

平
成
22
年
度
遊
漁
船
業
務

主
任
者
講
習
会
の
参
加
者

を
募
集

●
対
象
者

①
新
た
に
遊
漁
船
業
務
に
従
事

す
る
人

②
す
で
に
遊
漁
船
業
務
に
従
事

し
て
い
る
人
で
、
直
前
の
交

付
期
日
が
平
成
17
年
１
月
２

日
〜
平
成
18
年
１
月
１
日
に

受
講
し
た
人

●
講
習
会
開
催
日
程

○
１
回
目

　

日
時
＝
５
月
11
日
（
火
） 　

13
時
〜
17
時

　

場
所
＝
か
ご
し
ま
県
民
交
流

セ
ン
タ
ー

○
２
回
目

　

日
時
＝
８
月
20
日
（
金
） 　

13
時
〜
17
時

　

場
所
＝
か
ご
し
ま
県
民
交
流

セ
ン
タ
ー

○
３
回
目

　

日
時
＝
12
月
３
日
（
金
） 　

13
時
〜
17
時

　

場
所
＝
県
庁
会
議
室

●
応
募
期
限
＝
各
講
習
会
開
催

日
の
７
日
前

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

県
水
産
振
興
課

☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

３
４
３
９

回　数 内　　容　　　　　　　　　　　 実施日

１回目 ①春の読み聞かせ おはなし文庫Ｐ
ポ エ ム

ｏ絵夢による読み聞かせなどを行います。 ５月20日（木）

２回目 ②歯科指導 歯科衛生士によるはみがき指導などを行います。
※歯ブラシを持参してください。 ６月10日（木）

３回目 ③七夕まつり 笹の葉に七夕飾りをつけて季節の行事を楽しみます。 ７月１日（木）

４回目 ④親子で運動 親子で走ったり、踊ったり体を動かします。 ９月16日（木）

５回目 ⑤秋の読み聞かせ おはなし文庫Ｐ
ポ エ ム

ｏ絵夢による読み聞かせなどを行います。 10月14日（木）

６回目 ⑥簡単料理 生パスタを作ります。 11月11日（木）

７回目 ⑦クリスマス　 親子で飾りつけを行いキラキラツリーを作ります。 12月２日（木）

８回目 ⑧節分お面作り 手作りでお面を作ります。 ２月３日（木）

市勤労婦人センター市勤労婦人センター

「にこにこ子育て応援教室（全８回講座）」の参加者を募集「にこにこ子育て応援教室（全８回講座）」の参加者を募集

●時　　間　10:00 ～ 11:30
●対  象  者　市内に在住している人又は勤務している人
●定　　員　20人（応募多数の場合は抽選）
　　　　　　※定員に達しない場合は、講座途中からの参加も可能です。
●参  加  料　無料
　　　　　　※⑥簡単料理の材料費は自己負担
●応募方法　直接来館又は電話で応募するか、住所・氏名・ふりがな・年齢・電話番号及び「にこにこ
　　　　　　子育て応援教室参加」と明記して、送付、FAX又は Eメールでご応募ください。
●応募期限　５月 13日（木）　※受付は平日 9:00 ～ 21:00
【問い合わせ・応募先】〒 893-0013　鹿屋市札元１丁目 21- ７　市勤労婦人センター指定管理者㈲樹
　　　　　　　　　       ☎・FAX 0994-44-9088　E メール kinro-kouza@itsuki-home.co.jp

　市勤労婦人センターでは、親子のふれあいの場、子どもたちの遊びを広げる場、親同士の交流の場として利
用できる「にこにこ子育て応援教室」の参加者を募集します。
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Information

「
か
の
や
ば
ら
園
お
し
ゃ

れ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催

　

か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
１
０

春
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て

「
か
の
や
ば
ら
園
お
し
ゃ
れ
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
気
に
入
り
の
ば
ら
の
ア
イ

テ
ム
を
身
に
つ
け
て
ば
ら
園
に

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
５
月
30
日
（
日
）

　

受
付
＝
10
時
〜

　

コ
ン
テ
ス
ト
＝
14
時
〜
15
時

●
場
所
＝
か
の
や
ば
ら
園
内

●
対
象
者
＝
ば
ら
の
ア
イ
テ
ム

（
ブ
ロ
ー
チ
、
髪
飾
り
や
ば

ら
を
あ
し
ら
っ
た
衣
装
等
）

を
身
に
つ
け
て
い
る
人

●
参
加
料
＝
無
料

※
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ロ
ー
ズ
リ
ン
グ
か
の
や

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

８
７
１
８

「
ア
ー
ス
デ
イ
か
の
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
出

品
者
を
募
集

　

か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
１
０

春
の
市
民
協
働
イ
ベ
ン
ト

「
ア
ー
ス
デ
イ
か
の
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
出
品
者
を
募

集
し
ま
す
。

　
「
環
境
ク
イ
ズ
」
や
「
お
も

ち
ゃ
の
か
え
っ
こ
大
会
」な
ど
、

身
近
な
環
境
問
題
を
考
え
る
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

家
庭
の
不
要
品
を
お
持
ち
の

人
は
、
ご
家
族
や
グ
ル
ー
プ
な

ど
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
４
月
29
日
（
木
）　

10
時
〜
15
時
30
分

●
場
所
＝
霧
島
ヶ
丘
公
園
自
由

広
場

●
出
店
料

　

１
区
画
（
３
ｍ
×
３
ｍ
）
当

た
り
＝
１
，
０
０
０
円

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

ア
ー
ス
デ
イ
か
の
や
実
行
委

員
会

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

３
１
８
０

№ 講座名 期　　間 開催日時 定員 内　　容

1 手話奉仕員養成講習会（入門課程）

６月７日（月）
　～平成23年１月31日（月）
（全 30 回）

毎週月曜日
19:00 ～ 21:00 50 人

初級者向け講習会で指文字や
簡単な日常会話などを学びま
す。

2 手話奉仕員養成講習会（基礎課程）

６月 10 日（木）
　～平成23年１月20日（木）
（全 30 回）

毎週木曜日
13:30 ～ 15:30 50 人

中級から上級者向けの講習会
で手話の応用について学びま
す。

3 点訳奉仕員養成講習会

６月７日（月）
　～ 11 月８日（月）
（全 20 回）

毎週月曜日
13:30 ～ 15:30 20 人

文字や文章などを点字に直し
て伝える方法を学びます。
※パソコンが必要です。

4 音声訳奉仕員養成講習会

６月 15 日（火）
　～ 11 月２日（火）
（全 10 回）

毎月第１・３火曜日
13:30 ～ 15:30 20 人 文字や文章などを音声に直して伝える方法を学びます。

5 要約筆記奉仕員養成講習会

６月８日（火）
　～平成 23 年２月８日（火）
（全 16 回）

毎月第２・４火曜日
13:30 ～ 15:30 20 人

文章などの要点を取りまとめ
て文字で伝える方法を学びま
す。

平成平成2222年度ボランティア養成講習会の受講者を募集年度ボランティア養成講習会の受講者を募集
　市社会福祉協議会では、視覚・聴覚に障害を持つ人の自立と社会参加活動の促進を目的としたボランティア
養成講習会の受講者を募集します。

●場　　所　リナシティかのや２階福祉プラザ
●受  講  料　無料　※テキスト代が 1,000 円程度必要
●応募方法　直接来館するか、希望する講座名・住所・氏名・ふりがな・性別・生年月日・年齢・電話番号
　　　　　　を明記のうえ、ハガキ、FAX又は Eメールでご応募ください。
●応募期限　５月 31日（月）
　　　　　　※定員になり次第締め切ります。

【問い合わせ・応募先】〒 893-0009　鹿屋市大手町 1-1　リナシティかのや内　市社会福祉協議会
　　　　　　　　　　   ☎ 0994-44-2277　FAX 0994-44-7757　E メール volc@kanoyasyakyou.jp

※祝日は除く

お
知
ら
せ

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS17



情報掲示板

交
通
災
害
共
済
へ
の
加
入

は
お
済
み
で
す
か

　

交
通
災
害
共
済
と
は
、
交
通

事
故
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
人

を
救
済
す
る
た
め
の
制
度
で

す
。
ま
だ
未
加
入
の
人
は
今
か

ら
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

万
が
一
に
備
え
る
た
め
に
も

交
通
災
害
共
済
へ
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

●
加
入
資
格
＝
鹿
屋
市
に
住
民

登
録
又
は
外
国
人
登
録
を
し

て
い
る
人

●
共
済
期
間
＝
納
入
日
の
翌
日

か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日

●
共
済
掛
金

　
　
　

＝
１
人
年
額
５
０
０
円

※
共
済
期
間
の
途
中
で
加
入
し

た
場
合
も
同
額
で
す
。

●
申
込
方
法
＝
加
入
申
込
書
を

指
定
の
金
融
機
関
へ
持
参
し

て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
加
入
申
込
書
を
お
持
ち
で
な

い
人
は
、
送
付
し
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
民
課
（
１
階
③
番
窓
口
）

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
１
１
１

内
線
３
１
５
８

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

「
輝
北
・
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
キ

ン
グ
」
を
開
催

●
日
時
＝
４
月
29
日
（
木
）

●
場
所
＝
輝
北
う
わ
ば
公
園

●
コ
ー
ス
＝
４
㎞
・
８
㎞

●
参
加
費
＝
３
０
０
円

●
日
程

　

受
付
＝
９
時
〜
９
時
45
分

　

ス
タ
ー
ト
＝
10
時
〜

●
参
加
方
法
＝
当
日
、
参
加
料

を
持
参
し
て
受
付
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※
終
了
後
、
豪
華
景
品
が
あ
た

る
お
楽
し
み
抽
選
会
が
あ
り

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

（財）
輝
北
う
わ
ば
公
園
ま
ち
づ

く
り
公
社

☎
０
９
９ｰ

４
８
５ｰ

１
９
０
０

　市では、１歳になるまでの乳児を乗車させて運転する必要のある人を対象に、新基準に適合したチャイルド
シートを無料で貸し出します。
　台数に限りがありますので、お早めに、申請してください。

●対　象　者　次の要件すべてに該当する人
　○市内に住所を有する人
　○普通自動車免許を有している人
　○１歳未満の乳児を乗車させて運転する必要のある人
　○チャイルドシートを装着できる自動車を使用している人
　※車種によっては、取り付けができない場合があります。
　※市外から帰省している人で４歳以下、体重 18㎏以下の乳幼
　　児を乗車させて運転する必要のある人も対象となります。　
　　詳しくは、お問い合わせください。
●使　用　料　無料
●貸出開始日　４月 26日（月）～
●貸 出 期 間　使用対象乳児が満１歳となる月末まで
　　　　　　　※帰省のための短期利用は、原則２週間
●返却方法　カバーをクリーニングし、返納届を添えて、貸出  
　　　　　　 　窓口に機器を返却してください。なお、クリーニ 
　　　　　　   ング代は、借受者の自己負担となります。
●申請方法　印鑑、運転する人の免許証、装着する自動車の車
　　　　　　　検証を持参して、申請してください。
●申 請 窓 口　市子育て支援課、各総合支所市民生活課、
　　　　　　 つどいの広場 “ ひよこ ”、つどいの広場 “ ふれあ   
　　　　　　　 い ”、 市保健相談センター

【問い合わせ】
　市子育て支援課（１階⑰番窓口）
　☎ 0994-31-1134

　窓口混雑緩和のために一斉貸し出しを
次の日程で行います。
●日時　４月 17日（土）・18日（日）
　　　　９時～ 16時
●場所　市役所１階ロビー特設会場

特別一斉貸し出しを実施します
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Information

映
画
「
お
と
う
と
」 

●
上
映
期
間
＝
５
月
７
日（
金
）

ま
で

●
上
映
時
間
（
１
２
６
分
）

　

①
10
時
〜　

②
13
時
〜

　

③
16
時
〜　

④
19
時
〜

※
４
月
24
日
（
土
）
か
ら
５
月

７
日
（
金
）
は
19
時
〜
の
み

と
な
り
ま
す
。

●
鑑
賞
料 

　

一
般　
　

＝
１
，
８
０
０
円

　

高
・
大
学
生

　
　
　
　
　

＝
１
，
５
０
０
円 

　

中
学
生
以
下

　
　
　
　
　

＝
１
，
０
０
０
円

　

60
歳
以
上
＝
１
，
０
０
０
円

※
上
映
期
間
、
上
映
時
間
、
鑑

賞
料
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

㈱
ま
ち
づ
く
り
鹿
屋

☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

１
０
０
１

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助

成
に
つ
い
て

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
費
用
の
助
成
期
限

と
払
い
戻
し
申
請
の
手
続
き
の

期
限
は
、
４
月
30
日
（
金
）
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
申
請
が
お
済
み
で
な

い
人
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
健
康
増
進
課

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

【問い合わせ】市社会福祉協議会　☎ 0994-44-2277

　　　３月の鹿屋市地区別子牛のセリ市結果（売却のみ）　　　消費税抜き価格
地区名 性別 頭数(頭) 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（㎏）

鹿屋地区
めす 156 273,692 602,000   54,000 263
去勢 173 368,260 600,000   52,000 292

吾平地区
めす   48 306,479 672,000 180,000 272
去勢   53 398,736 562,000 260,000 307

串良地区
めす 196 309,745 896,000 113,000 257
去勢 233 395,601 594,000   52,000 291

輝北地区
めす 63 307,365 865,000 138,000 273
去勢 93 410,280 568,000 24,000 308

市民の皆さんを対象に、心配ごとや悩みごとの解決をお手伝いします。相談は無料です。お気軽にお電話ください。

相談種別 相談内容 相談日 相談時間 相談員

一般相談 心配ごと、悩みごと 毎週月～金曜日 ９時～12時
13時～16時 心配ごと相談員

法律相談 財産、権利、離婚、扶養、相続、借地等のも
めごとなど

第２金曜日
※要予約 13時～16時 弁護士

税務・経営相談 相続税、贈与税、所得税等税金に関する
こと 第1金曜日 ９時～12時 税理士

年金相談 国民年金、厚生年金、船員保険の受給資
格など 第1金曜日 ９時～12時 社会保険労務士

財産・登記相談 相続、家屋、財産、登記など 第2・3・4
金曜日 ９時～12時 司法書士

●相談日等 ※相談場所＝リナシティかのや２階福祉プラザ

※祝日、年末年始は休みです。

◆巡回相談（一般相談）
　毎月第２木曜日の９時から 12時まで、「コミュニティセンター吾平振興会館」「輝北総合福祉センター」
 「串良ふれあいセンター」の３か所で巡回相談（一般相談）を実施していますので、ぜひ、ご利用ください。

～ひとりで悩まず、話してみませんか～

【問い合わせ】　市社会福祉協議会　 0994-44-2277
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2010春
かのやばら祭り
S P R I N G  I N  K A N O Y A  R O S E  G A R D E N

【問い合わせ】かのやばら祭り実行委員会事務局　☎ 0994-31-1121

【入園料無料日】【入園料無料日】
■ 4月 27日（火）・28日（水）■ 4月 27日（火）・28日（水）
●対象者＝鹿屋市民
※ 市内在住であることを確認するため、この広報かのやを持参していた
だくか、免許証、保険証など住所の確認ができるものをご提示ください。

【【ばら祭りボランティアスタッフを募集します】ばら祭りボランティアスタッフを募集します】
　市民協働で開催するばら祭りの成功にあなたの力を
お貸しください。
●内容＝会場案内、チラシ配布、来園者の写真撮影ほか
●応募方法＝ 実行委員会事務局までご連絡ください。

■ 5月 5日（水）■ 5月 5日（水）
●対象者＝小・中・高校生

20



６/13 日
ガーデンステージ　14：00～14:30
●「野ばら」のコンサート
ガーデンステージ　15：00～
●えいめいライブ
展　示
５/１土 ・２日
多目的ホール　10：00～17:00
●鹿児島の陶器作家の集まり
５/15 土 ・ 16 日 
多目的ホール　９：00～18:00
●愛石展
５/21 金 ～ 23 日 
多目的ホール　９：00～16:00

●春の「花
はな

＊薔
は な

薇＊会
かい

」作品展示会
５/27木 ～ 29 土
多目的ホール　９：00～16:00
●春の盆栽展示会
６/５土 ～ 13 日
多目的ホール　９：00～17:00
●手が織りなす2010春
講　座
４/29 木 ・５/２日 ～５水・５/９日・
16 日 ・ 23 日 ・ 30 日６/６日・13 日
エントランス　10：00～15：00
●子ども自然クラフト祭り
４/29 木 ～５/１土
多目的ホール　９：00～17:00
●春の押し花展示・体験会
５/２日・16 日
エントランス　９：00～15:00
●楽しい木工教室＆建築無料相談
５/３月 ~５水  ※5日が雨天の場合、4日まで
多目的ホール　９：00～17:00
●母の日の花贈り
５/６木・７金
多目的ホール　９：00～16:00
●プリザーブドフラワー講座
５/８土　
多目的ホール　10：00～　12:00～
●フラワーアレンジメント体験レッスン
エントランス　10：00～15:00
●昔なつかし木工工作

その他
４/29 木 ・５/８ 土・９日
エントランス　10：00～15:00
●鹿屋農高産バラ新苗の販売
５/２日・９日
エントランス　13：00～16:00
●身体計測コーナー
５/９日・16 日
エントランス　９：00～16:00
●かのや新茶祭り
祭り期間中  土・日・祝日
園内　10：00～15:00
●来園記念に愛の告白！？
　   らぶ＊らぶフォトメッセージ

５/８土　
カラーガーデン　11：00～　14：00～
●春のウェディングブーケショー
ガーデンステージ　
13：00～14：00

国生さゆり
      トークショー
５/９日　
ガーデンステージ　10：00～　 11：00～
●フラダンス
ガーデンステージ　
13：30～14：30

吉俣　良 with 
Zin (dokidoki)ライブ
５/15 土　
ガーデンステージ　11：00～12：00
●ジミー入枝&ザ・キングタウンズ ライブ
ガーデンステージ　13：00～13：30
●日本舞踊
ガーデンステージ　14：00～
●JAM CREW
５/16 日　
ガーデンステージ　11：00～12：00
●ハワイアン・フラのひととき
ローズチャペル　11：00～12：00
　　　　　　　　14：00～15：00
●かのやばら園恋人の聖地Ｗｅｄｄｉｎｇ
ローズテラス　11：00～14:00
●B級グルメ優勝メニュー販売
ガーデンステージ　12：30～13：30
●アンデスの風
５/23 日
園内　10：00～

浅井愼平と撮ろう！
「ばら」と「海」フォトコン
テスト写真撮影会 

ローズテラス　10：00～15：00
●かのやＹＥＧバラーガ－＆ＹＥＧ市
多目的ホール　12：30～13：00
●第３回ばらいっぱいコンクール表彰式
ガーデンステージ　13：30～
●雅の野点 (ミヤビノノダテ)
５/29 土　
ガーデンステージ　13：30～
●みんな集まれ！ばららちゃんと遊ぼう
５/30 日　
ガーデンステージ　
11：00～12：00

哀川翔
   トークショー
ガーデンステージ　
12：30～13：30

dokidoki
ライブ
ガーデンステージ　14：00～15:00
●ばら園おしゃれコンテスト

イベント
４/29 木 　
自由広場　10：00～15：30
●2010アースデイかのや
自由広場　11：00～15：00
●おおすみＢ級グルメ選手権大会
　　　　in かのやばら祭り
園内　11：00～
●いかのっちと遊ぼう！
エントランス　11：00～
●花の苗無料配布
ガーデンステージ　12：00～12:20
●高須中学校  ジャズバンド部演奏
ガーデンステージ　13：00～14:00
●えいめいライブ
５/１土
ガーデンステージ　10：30～　14：00～
●ピッピバルーンショー
ガーデンステージ　11：30～12：30
●薔薇のクラシックコンサート
ガーデンステージ　15：00～15：30
●ベリーダンスショー
５/２日
ガーデンステージ　10：30～　14：30～
●トイ・トリックマジックショー
ガーデンステージ　13：00～13：30
●なでしこアンサンブル
ガーデンステージ　14：00～14：30
●エイサー太鼓
お茶室　11：00～15：00
●ピクニック茶会
５/３月
ガーデンステージ　10：30～11：00　
　　　　　　　　　13：30～14：00
●「花かごしま2011」
　PRキャラバン隊がやってきた！
ガーデンステージ　11：00～　14：00～
●ちゅーたイリュージョン＆変面ショー
ガーデンステージ　12：00～　13：00～
●手塚洋子＆かのや女声コーラス
ガーデンステージ　15：00～
●フラダンス
５/４火 
ガーデンステージ　10：30～　15：00～
●ＭＲ．ＴａＫパフォーマンスショー
ガーデンステージ　11：30～12：00
●ばららファミリー
　　　　ステージショー
ガーデンステージ　13：00～15：00
●バリアフリーコンサート in Kanoya
５/５水　
ガーデンステージ　10：30～　14：00～
●ポピーマジックショー
ガーデンステージ　11：00～　14：30～
●チンドンチロル堂＆桜小町ショー
ガーデンステージ　12：00～13：30
●太田瑠璃子
 　with コーロ・パーチェ（平和の合唱隊）
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◇肝属東部医師会　　診療時間　午前９時～午後５時

◇鹿屋市歯科医師会　　診療時間  午前９時～午後３時

■テレホンガイドかのや
　☎０９９４-４２- ４０００
　（平日）イベント等を案内
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内
■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス
　☎０９９４-４３- ０１１９
　（平日）午後 5時から夜間救急当番医を案内
　　　　  ※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

月　日 医療機関 住　所  電話（0994）

4 月 18 日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

25 日
高山胃腸科外科 肝付町前田 65-7171
新中須医院 東串良町池之原 63-2010

5 月 02 日
春陽会中央病院 肝付町新富 65-1170
宮地胃腸科外科 串良町岡崎 63-5040

９日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
花田整形外科リウマチ科医院 串良町有里 63-1379

16 日
上園醫院 肝付町前田 65-0921
内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521

月　日 医療機関 住　所  電話（0994）
4 月 18 日 松下歯科 北田町 43-4182

25 日 水口歯科医院 寿２丁目 43-4635
29 日 吉留歯科医院 旭原町 42-3708

5 月 02 日 四元歯科医院 西原１丁目 42-2687
３日 あおぞら歯科 西原１丁目 36-5688
４日 あさい歯科 笠之原町 41-5100
５日 安代歯科医院 北田町 42-2936
９日 安楽歯科 寿５丁目 44-2220
16 日 池田病院歯科 下祓川町 43-6468

※休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は、変更になること
　があります。各医療機関にご確認のうえ、受診してください。

…内科　　 …小児科　　 …外科

※ 休日救急当番医の診療は、急病に対する応急処置ですので、
翌日はかかりつけの医師などの診療を受けてください。原則
として、投薬期間は通常１日分とします。

４月・５月の休日救急当番医

４月・５月の歯科休日急患在宅医

◇鹿屋市医師会　　診療時間　午前８時 30 分～午後６時
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月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

4 月 18 日
 長﨑内科 笠之原町 43-2195
 やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
 徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 44-1119

25 日
おばま医院 寿２丁目 42-5235
えとう小児科 札元２丁目 40-3700
はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

29 日
 児玉上前共立病院 寿５丁目 43-2510
 児玉上前共立病院 寿５丁目 43-2510
 検見崎病院 西原１丁目 43-2991

5 月 02 日
 中原クリニック 横山町 48-2011
 まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
 たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

３日
 末次内科循環器科 新生町 43-2331
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 鮫島整形外科病院 寿１丁目 43-2535

４日
 池田病院 下祓川町 43-3434
 やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
 村上整形外科医院 今坂町 41-2511

５日
 森田胃腸科内科医院 郷之原町 40-2822
 えとう小児科 札元２丁目 40-3700
 小倉記念病院 寿８丁目 44-7171

９日
 前田内科 本町 42-2175
 そえじまクリニック 旭原町 41-6800

16 日
 浜崎クリニック 向江町 43-3305
 かのや東病院 笠之原町 42-3111



　広告コーナーは、地域活性化と市民の皆さ
まへの情報提供を目的とし、市の自主財源確
保の一環として行われるものです。
　今年度より、鹿屋市以外の方でも「広報か
のや」へ広告を掲載できるようになりました。

【広告の申し込み・問い合わせ先】
㈱綜合印刷 ☎ 0994-43-2093

合名会社

商品の 1本ずつ無料
でのラッピング（リ
ボン付）販売や予算
に応じてのギフトの
中身変更等お気軽に
ご相談下さい。

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS23



広報

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

輝北総合支所

百引小学校国道504 号線

大隅肝属地区消防組合
輝北分署

至
鹿
屋
市
街
地

輝
北
町
市
成

輝北町上百引

　「みんな元気」は、子どもはもち
ろん、高齢者やグループ、同好会な
どの皆さんを掲載するコーナーです。
　皆さんの元気いっぱいの写真を広
報紙に掲載してみませんか。詳しく
は、秘書広報課（☎ 0994-31-1123）
までご連絡ください！

　３月25日、串良町細山田の
川原園井

い せ き

堰で、春を告げる風
物詩である「柴

しば

の掛け替え」
が行われました。
　これは、下流の水稲づくり
に影響が出ないように川を堰
止めて、上流の用水路に適度
な水が流れるように行う作業
で、明治期から伝わるとされ
る伝統行事。当日は、串良町
土地改良区の関係者約20人が、
長さ約45mの川幅に、マテバ
シイの柴の束を約150束立て掛
けて、その上にむしろを敷き
並べ、柴堰を完成させ、早期
水稲の準備を行いました。

市の花「ばら」

吾平総合支所 吾平町麓 3317 番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引 3914 番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎 2081 番地 ☎ 0994-63-3111

　 　　  平成 22 年４月 13 日発行　No.103
　　　発行／ 鹿屋市役所　　編集／ 総務部秘書広報課

〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20 番 1号
　　　　　　  ☎ 0994-43-2111

西原城跡

　

輝
北
総
合
支
所
の
西
側
の
小
高
い
丘

を
「
城
山
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ

は
、
養よ

う
わ和

元
年
（
１
１
８
１
年
┣
か
ら

４
３
４
年
間
百
引
を
支
配
し
て
肝
付
氏

に
仕
え
た
図
師
家
の
お
城
で
す
。
肝
付

町
の
高
山
本
城
と
連
携
し
て
、
敵
の
監

視
を
す
る
た
め
に
非
常
に
重
要
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城
で

し
た
。
そ
の
後
、
明
治
時
代
の
西
南
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争
で
も
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戦
の
地
と
な
り
、
太
平
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戦

争
時
は
敵
の
空
襲
を
見
張
る
監
視
所
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置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
43
年
に
公
園
と
し
て
整
備
さ

れ
、
五
輪
塔
な
ど
の
古
石
塔
や
鶴
田
白

窓
（
一
番
郷
出
身
の
鶴
田
景
信
氏
┣
の

句
碑
が
建
て
ら
れ
、
文
化
の
森
・
市
民

憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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有馬　ツツミさん（100 歳）
串良町下小原

　７時起床、21時就寝の規則的な
生活を送られ、日中はレクリエーショ
ンやリハビリなどのほか、天気の良
い日には散歩を楽しみながら、穏や
かに過ごされています。

山之内　トモさん（100 歳）新生町
　今でも、かご作り・ビーズ手芸・
折り紙などをされるほか、食べ物は、
めんたい・数の子が好物だそうです。

濵田　洋輔くん（３歳）
串良町下小原

甘えん坊で優しいお兄ちゃんです。
いつまでも元気でいてください。
（ママより）

　市では、イベント情報、市の
施策等を紹介するラジオ広報番
組を放送しています。

 ●放 送 局＝ＦＭかのや
 　　　　　　（77.2ＭＨｚ）
 ●放送時間＝概ね８時５分～

 　　　　　　概ね16時５分～

 ●放 送 日＝毎週月曜日から

 　　　　　　金曜日（祝日を除く）

河
こ う の

野　鎧
か い り

李くん（１歳）札元１丁目
強くて、優しい男の子に育ってね。

みんなみんな

人口と世帯数
平成 22 年３月１日現在

対前月比
総　数 105,097 人　（＋ 44）
男 49,822 人　（＋ 10）
女 55,275 人　（＋ 34）
世帯数 45,263 世帯（＋ 23）

面　積　448.33㎢

No.52


